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9 月定例会（令和 3年度補正予算）9月定例会（令和 3年度補正予算）
　境港市議会では、9月 7日から 9月 30日までの 24日間の会期で 9月定例会が開かれました。「副

市長の選任について」など人事５議案、「令和 3年度一般会計補正予算」など予算 3議案、「境港市営

住宅条例の一部を改正する条例制定」など条例 4議案および、「指定管理者の指定について」などそ

の他 4議案が上程されました。審議、採決の結果、議案はすべて原案のとおり同意、可決されました。

また、上程された「令和 2年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について」など決算 9議案の審査

は、閉会中の決算審査特別委員会に付託されました。

　提出された請願 2件はいずれも不採択、陳情 5件のうち 3件は採択、2件は不採択となりました。

その他、委員会提出議案 3件、議員提出議案 2件が原案のとおり可決されました。

　議決結果は P18、19に掲載しています。また市議会ホームページでもご覧になれます。

　一般会計補正予算から、主な事業を紹介します。

境港市事業者応援給付金

海洋ごみ対策事業 休業、もしくは売り上げが減少している

市内事業者を対象に支援金を給付する。
海洋ごみ対策として市内の河川のうち３カ所

にネットフェンスを設置し、回収したごみの

分別調査を行い、実態を把握する。

5,023 万円

80万円

令和 3年

令和３年 9月定例会（補正予算）

土木防災対策事業

多発する大雨や高潮などによる浸水対策として、

可動式の水中ポンプ、発動発電機を

それぞれ１５基購入する。

524 万円

生理の貧困対策事業
経済的な理由などにより生理用品を買うことが

できない、または買い控える方を支援するため、

市役所などで生理用品を無料配布する。

8 千円
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市政を問う
議員14人が一般質問を行いました。

【一口メモ】

議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。

ページ 質問事項 質問議員

境港市議会では、議員個人の立場・観点で行う「各個質問」と、所属する会派を代表

して行う「代表質問」（３人以上の会派のみ）があります。

各議員は掲載した以外にも質問していますが、議会だよりではスペースの都合上、議

員本人が質問と答弁を要約しています。９月議会は全て各個質問です。

４

６

７

８

９

５

１０

１１

１２

１３

１５

１６

１６

１４

田口　俊介

柊　　康弘

米村　一三

吉井　　巧

平松　謙治

荒井　秀行

安田　共子

加藤　文治

景山　　憲

足田　法行

長尾　達也

松本　　熙

永井　　章

築谷　敏雄

①体育施設について

②境港市暴力団排除条例について

③近隣地域との共生について

①新型コロナウイルス感染症対策について

②奨学金返還支援の充実について

①職員採用について

②完成が近づく市民交流センターについて

①７月大雨被害について

②境港市民交流センターについて

①豪雨に耐えうる水路管理、災害対策について

②コロナウイルス感染症対策について

③生理の貧困対策について

①夕日ヶ丘地区の小学校通学について

②文化財調査の取り組みについて

③夕日ヶ丘メモリアルパークの販売状況について

①原子力防災対策について

②加齢性難聴者への補聴器購入への助成について

③買い物に困っている方々への支援について

①ごみ処理行政について

②新型コロナウイルス感染症について

①アフターコロナ対策について

②当市の組織体制の強化について

①２０２２年度　国・県要望について

②雨水、排水対策の充実について

①空き家、そして空き地問題について

②本市のひきこもり対策について

①原子力防災対策について

②観光振興について

①都市計画線引き制度について

①都市計画道路について

一 般 質 問
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タブレット端末を活用したオンライン授業

や、PCR検査・ワクチン接種証明書を組み

合わせた行動緩和の検討が急がれます！

希望が多くある状況なら

速やかに対応したい

【
田
口
】
学
校
関
係
者

の
感
染
も
報
告
さ
れ
、

登
校
さ
せ
る
こ
と
に
不

安
を
感
じ
る
保
護
者
か

ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
望
む
声
も
あ
る
が
、

現
状
と
考
え
は
。

【
教
育
長
】
長
期
的
な

臨
時
休
業
を
想
定
し
た

リ
モ
ー
ト
学
習
の
準
備

に
つ
い
て
は
、
９
月
中

に
一
部
の
学
校
・
学
年

に
つ
い
て
実
証
実
験
を

行
い
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
他
校
と
共
有
し
、
ど

の
学
校
で
も
リ
モ
ー
ト

学
習
に
対
応
で
き
る
体

制
を
整
え
た
い
。

【
田
口
】
鳥
取
市
で
は

受
験
生
に
対
し
て
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
費
用
の
補
助
を

行
う
と
あ
る
が
、
本
市

で
も
同
様
の
補
助
を
行

う
こ
と
へ
の
見
解
は
。

【
市
長
】
本
市
で
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
優
先
し

た
い
と
思
う
が
、
高
校

生
の
中
で
そ
の
よ
う
な

希
望
が
多
く
あ
る
と
い

う
状
況
に
な
れ
ば
速
や

か
に
対
応
し
た
い
。

【
田
口
】
日
常
生
活
の

回
復
に
つ
い
て
、
商
工

会
議
所
な
ど
と
協
議
し

な
が
ら
少
し
ず
つ
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
は
。

【
市
長
】
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
使
っ
て
経
済
を
回

し
て
い
く
こ
と
な
ど
相

談
し
て
み
た
い
。

【
田
口
】
貸
与
型
奨
学

金
に
つ
い
て
、
若
者

の
日
々
の
生
活
に
奨

学
金
返
済
が
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
る
こ
と
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
負
担
軽

減
に
向
け
、
返
済
を
肩

代
わ
り
す
る
国
の
支
援

制
度
は
、
昨
年
６
月
に

制
度
の
拡
充
が
な
さ
れ

た
。
こ
れ
を
機
に
本
市

で
も
こ
の
事
業
を
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
市
長
】
指
摘
の
通
り
、

総
務
省
に
お
い
て
市
町

村
の
裁
量
で
支
援
が
で

き
、
支
援
対
象
が
拡
充

さ
れ
、
要
件
の
緩
和
が

は
か
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
県
内
に
お
い
て

も
、
若
桜
町
や
日
野
町
、

江
府
町
が
本
制
度
を
活

用
し
た
奨
学
金
の
返
還

に
対
す
る
支
援
を
実
施

さ
れ
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
も
若
者
の
地
元

定
着
や
、
都
市
部
か
ら

の
移
住
・
定
住
の
促
進
、

地
元
雇
用
の
創
出
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
先
進
事

例
も
参
考
に
し
て
研
究

し
た
い
。

【
田
口
】
実
現
へ
向
け

前
向
き
に
検
討
を
。

【
市
長
】
課
題
は
あ
る

が
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
研
究
・
検
討
し

た
い
。

受験生のPCR検査費用の補助を

奨学金返還支援事業の実施検討を

市長

課題もあるがスピード感をもって検討したい

公明党公明党

田口　俊介　議員田口　俊介　議員

奨学金返還の負担を

自治体が「肩代わり」

して若者にやさしい

境港市を！

一 般 質 問

市長
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会派　きょうどう会派　きょうどう

柊　　康弘　議員柊　　康弘　議員

竜ヶ山陸上競技場の照明増設を！

市長
どのような改善がよいのか

検討している

一 般 質 問

生涯学習課長

【
柊
】
竜
ヶ
山
陸
上
競

技
場
の
照
明
が
暗
く
、

バ
ッ
ク
ス
ト
レ
ー
ト
側

で
は
夜
に
な
る
と
全
く

見
え
な
く
な
り
接
触
の

危
険
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
利
用
団
体
か
ら
照

明
増
設
の
要
望
が
出
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
対

処
さ
れ
る
の
か
。

【
生
涯
学
習
課
長
】
利

用
団
体
か
ら
は
、
バ
ッ

ク
ス
ト
レ
ー
ト
側
と
走

り
幅
跳
び
の
所
に
照
明

が
欲
し
い
と
聞
い
て
い

る
。
ど
う
い
っ
た
改
善

が
一
番
よ
い
の
か
、
現

在
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

斐伊川水系最下流部の境水道

「暴力団員等」の条文を削除しては

市長 刑法の改正などがあり改めて調査研究をする

【
柊
】
境
港
市
暴
力
団

排
除
条
例
第
２
条
第
３

号
で
「
暴
力
団
員
又
は

暴
力
団
員
で
な
く
な
っ

た
日
か
ら
５
年
を
経
過

し
な
い
者
」
を
「
暴
力

団
員
等
」
と
定
義
し
て

い
る
。
心
を
入
れ
替
え

更
生
し
よ
う
と
す
る
者

へ
の
妨
げ
と
な
る
条
文

を
削
除
し
て
は
。

【
市
長
】
法
の
適
用
を

逃
れ
る
た
め
の
偽
装
脱

退
に
対
処
す
る
た
め
、

鳥
取
県
暴
力
団
排
除
条

例
と
同
様
の
規
定
を
定

め
た
が
、
刑
法
の
改
正

な
ど
に
よ
り
更
生
を
は

か
ろ
う
と
す
る
社
会
情

勢
も
変
化
し
て
い
る
。

改
め
て
調
査
・
研
究
し

判
断
す
る
。

【
柊
】
７
月
の
豪
雨
の

際
、
斐
伊
川
水
系
最
下

流
部
の
境
水
道
を
通
っ

て
大
量
の
漂
流
物
が
日

本
海
へ
流
れ
て
い
っ

た
。
常
時
、
回
収
船
を

配
備
す
る
な
ど
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
境
水
道
で
の

漂
流
物
回
収
は
、
境
港

清
港
会
が
国
か
ら
の
受

託
業
務
と
し
て
清
掃
船

を
使
っ
て
実
施
し
て
い

る
。
今
回
の
よ
う
に
大

木
を
含
む
大
量
の
漂
流

物
へ
の
対
処
に
つ
い
て

は
、
流
域
の
自
治
体
や

漁
業
者
な
ど
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
河
川
管
理

者
へ
要
望
し
て
い
く
。

境水道へ回収船の常時配置を！

市長 国土交通省出雲河川事務所へ要望する

全
国
暴
力
追
放
運
動
推
進

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
よ
り
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一 般 質 問

【
米
村
】
８
月
10
日
開

催
の
、
境
港
市
指
定
管

理
者
候
補
選
定
委
員
会

に
お
い
て
、
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
の
令
和
４
年

度
か
ら
の
指
定
管
理
候

補
が
選
定
さ
れ
た
と
の

情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
９
月
定
例
議

会
で
の
議
決
を
経
て
、

指
定
管
理
者
と
し
て
選

定
さ
れ
る
手
順
だ
。

　

選
定
さ
れ
た
団
体
は

企
業
体
を
組
む
民
間
の

【

米

村

】

市

職

員

の

初

任

給

は

高

卒

で

15
万
６
０
０
円
、
大
卒

で
17
万
１
７
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
米
子
市

職
員
の
初
任
給
と
比
較

す
る
と
高
卒
初
任
給
は

事
業
者
だ
。
こ
の
民
間

の
事
業
者
に
強
く
期
待

し
て
い
る
事
柄
の
説
明

を
求
め
る
。

【
教
育
長
】
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
は
「
境
港
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
計
画
」
に
お
い
て
、

施
設
の
目
標
像
を
明
確

に
す
る
た
め
の
基
本
方

針
を
掲
げ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
管

理
運
営
を
委
託
す
る
指

同
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
、

大
卒
初
任
給
は
本
市
よ

り
、
１
万
円
以
上
高
く

設
定
さ
れ
て
い
る
。
隣

接
す
る
自
治
体
の
初
任

給
に
差
が
あ
る
の
は
本

市
へ
の
応
募
に
影
響
が

出
る
の
で
は
と
想
像
す

る
。

　

も
と
も
と
、
初
任
給

は
世
間
相
場
に
よ
っ
て

変
動
す
る
の
で
同
じ
よ

う
な
職
種
は
同
地
域
で

は
同
額
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。
本
市
の
初
任
給

を
米
子
市
の
初
任
給
と

同
額
と
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。

定
管
理
者
に
は
、
管
理

運
営
計
画
に
掲
げ
ら
れ

た
基
本
方
針
を
実
現
す

る
た
め
に
、
ホ
ー
ル
な

ど
を
活
用
し
た
文
化
芸

術
鑑
賞
・
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
活
動
、
市
民
の
交
流

促
進
、
カ
フ
ェ
運
営
、

自
衛
隊
と
の
交
流
と

い
っ
た
事
業
に
着
実
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

【
市
長
】
指
摘
の
よ
う

に
、
米
子
市
と
の
初
任

給
の
額
の
違
い
が
、
本

市
の
職
員
採
用
に
も
た

ら
す
影
響
は
少
な
か
ら

ず
あ
る
と
考
え
る
。

　

行
政
需
要
が
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
な
か
、

将
来
に
わ
た
り
安
定
し

た
組
織
運
営
を
行
う
上

で
、
優
秀
な
人
材
の
確

保
は
重
要
だ
。
近
隣
自

治
体
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
職
員
採
用
の
実
施

方
法
に
つ
い
て
改
め
て

検
討
し
て
い
く
。

初任給は米子市と
同額とすべきでは

新たな管理者に
強く期待することは

市長

採用の実施方法について

改めて検討したい

基本方針の実現へ向けて

諸事業を行うこと

新しい指定管理者が決まった建設中の市民交流センター

毎年、職員採用を実施している境港市役所

米村　一三　議員米村　一三　議員

会派　きょうどう会派　きょうどう

教育長

市長
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一 般 質 問

内水ハザードマップ

作成など検討していく

【
吉
井
】
７
月
の
大
雨

や
、
８
月
の
台
風
に

よ
る
波
浪
と
高
潮
が

重
な
っ
た
際
に
は
、
市

内
の
河
川
が
内
水
氾は

ん

濫ら
ん

し
、
道
路
冠
水
や
住
宅

地
で
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
、
地
域
住
民
に
は

不
安
が
広
が
っ
た
。
本

市
が
全
戸
配
布
し
て
い

る
「
津
波
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
に
は
、
内

水
氾
濫
や
高
潮
に
よ
る

被
害
を
想
定
し
た
記
載

は
な
い
。
今
後
の
災
害

対
策
と
し
て
、
内
水
や

高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
な
ど
、
住

民
へ
の
周
知
の
考
え

は
。

【
市
長
】
本
市
で
作
成

し
て
い
る
「
津
波
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で

は
、
外
水
氾
濫
を
想
定

し
て
お
り
、
内
水
や
高

潮
に
よ
る
氾
濫
を
考
慮

し
て
い
な
い
。
今
後
計

画
し
て
い
る
「
雨
水
管

理
総
合
計
画
」
策
定
に

か
か
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
結
果
や
、
国
交

省
の
高
潮
浸
水
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
、
他

市
の
事
例
も
参
考
と
し

て
、
豪
雨
の
際
の
避
難

な
ど
に
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
、
内
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

な
ど
総
合
的
な
浸
水
対

策
を
検
討
す
る
。

【
吉
井
】
今
回
の
境
港

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
選
定
に

つ
い
て
は
、
委
員
会
で

提
出
い
た
だ
い
た
「
境

港
市
指
定
管
理
者
制

度
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
沿
っ
た
形
で

審
査
は
さ
れ
て
い
た

が
、
２
０
０
５
年
に
定

め
た
本
市
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
他
自
治
体

の
も
の
と
比
べ
て
も
、

時
代
錯
誤
な
内
容
で
、

２
０
０
８
年
に
総
務
省

か
ら
出
さ
れ
た
「
指
定

管
理
者
制
度
の
運
用
の

留
意
事
項
」
に
記
載
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す

る
内
容
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
。
そ
の

上
、
議
会
に
提
出
さ
れ

た
資
料
の
内
容
は
少
な

く
、
審
査
過
程
も
不
透

明
で
、
議
員
と
し
て
３

年
間
の
指
定
管
理
者
を

承
認
す
る
に
は
責
任
を

負
え
な
い
も
の
と
感
じ

た
。

　

３
年
後
に
ま
た
指
定

管
理
者
選
定
が
行
わ
れ

る
が
、
そ
れ
ま
で
に
「
指

定
管
理
者
制
度
活
用
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
見
直

す
考
え
は
。

【
市
長
】
時
代
に
即
さ

な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
内
容
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
と
検
証
し
、

３
年
後
に
向
け
て
改
定

を
し
て
い
く
。

内水・高潮ハザー
ドマップ作成を

指定管理者ガイド
ラインの見直しを

市長

3 年後に向け時代に

沿った改定をしていく

８月の台風による波浪と高潮が重なり

内水氾
はん

濫
らん

した小篠津川

指定管理者が決まった境港市民交流センター

（イメージ）

自民クラブ自民クラブ

吉井　　巧　議員吉井　　巧　議員

市長
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一 般 質 問

【
平
松
】
西
部
広
域
行

政
管
理
組
合
で
は
、
可

燃
ご
み
処
理
・
不
燃
ご

み
処
理
の
施
設
と
最
終

処
分
場
の
候
補
地
抽
出

に
な
ら
な
い
か
。

【
市
長
】
抽
出
条
件
や

防
衛
省
の
土
地
利
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
み

る
。

【
平
松
】
候
補
地
が
出

さ
れ
た
後
に
組
合
の
用

地
選
定
委
員
会
は
非
公

開
で
行
わ
れ
る
。
非
公

開
で
進
め
る
こ
と
を
否

定
し
な
い
が
選
定
後
に

は
、
す
べ
て
の
情
報
公

開
を
望
む
。

【
市
長
】
選
定
の
過
程

に
つ
い
て
も
議
会
に
報

告
し
な
が
ら
進
め
た

い
。

【
平
松
】
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
濃

厚
接
触
者
と
な
っ
た
方

へ
の
休
業
支
援
は
一
般

的
に
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

【
産
業
部
長
】
通
常
は

企
業
な
ど
か
ら
の
休
業

手
当
の
支
給
と
な
る
。

無
い
場
合
は
、
本
人
が

休
業
支
援
金
を
申
請

し
、
受
給
す
る
形
と
な

る
。

【
平
松
】
本
市
で
の
実

態
は
。

【
産
業
部
長
】
個
別
の

事
例
に
つ
い
て
情
報
は

入
っ
て
い
な
い
。

【
平
松
】
学
校
が
休
業

に
な
り
、
保
護
者
が
仕

事
を
休
ん
だ
場
合
の
支

援
は
。

【
産
業
部
長
】
国
で
は

会
社
が
コ
ロ
ナ
に
関
す

る
有
給
休
暇
制
度
を
規

定
す
る
こ
と
で
支
援
す

る
制
度
が
あ
る
。
ま
た
、

昨
年
実
施
し
て
い
た
別

の
制
度
も
再
開
予
定
で

あ
る
。

【
平
松
】
こ
れ
ら
の
こ

と
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

探
す
と
載
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
内
容
を
理

解
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

が
的
確
に
市
民
の
と
こ

ろ
に
届
く
よ
う
な
情
報

提
供
体
制
の
整
備
を
望

む
。

ごみ処理施設の
候補地選出は？

濃厚接触者への
休業支援は

構成自治体として

選定方針に従い検討する

通常は企業からの

休業手当の支給となる

平松　謙治　議員平松　謙治　議員

会派　きょうどう会派　きょうどう

市長

を
構
成
市
町
村
に
求
め

て
い
る
。
本
市
か
ら
の

候
補
地
選
出
の
可
能
性

は
。

【
市
長
】
用
地
選
定
方

針
に
従
い
検
討
を
行

う
。

【
平
松
】
最
終
処
分
場

は
施
設
か
ら
出
る
処
理

水
の
管
理
が
重
要
で
あ

り
、
既
存
の
下
水
処
理

施
設
の
近
く
に
最
終
処

分
場
を
建
設
す
る
こ
と

で
費
用
の
軽
減
が
見
込

ま
れ
る
。
本
市
の
下
水

道
セ
ン
タ
ー
近
く
の
防

衛
省
の
土
地
が
候
補
地

西部広域行政管理組合の

廃棄物処理施設候補地抽出エリア

（境港市部分抜粋）

新型コロナAI チャットボット

市長産業部長
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一 般 質 問

【
荒
井
】
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
の
条
件
と
し

て
、
地
域
の
中
核
病
院

の
充
実
が
重
要
だ
と
思

う
。
市
長
の
認
識
は
。

【
市
長
】
済
生
会
境
港

総
合
病
院
は
、
本
市
の

み
な
ら
ず
周
辺
地
域
に

と
っ
て
二
次
救
急
を

担
っ
て
い
る
ほ
か
、
洋

上
救
急
や
感
染
症
へ
の

対
応
に
も
取
り
組
む
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
中

核
病
院
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

【
荒
井
】
10
年
位
前
に

用
地
購
入
も
し
て
、
こ

の
病
院
の
改
築
計
画
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
経

緯
に
つ
い
て
う
か
が

う
。

　

ま
た
、
当
病
院
は
市

民
に
と
っ
て
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
の
市
民
病
院
だ

と
思
う
。
市
長
の
見
解

を
再
度
う
か
が
う
。

【
市
長
】
当
時
は
大
き

な
総
合
病
院
と
し
て
検

討
し
て
い
た
。
医
療
人

材
の
確
保
が
た
い
へ
ん

な
時
期
で
も
あ
っ
た
。

現
在
は
、
院
長
の
も
と

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
置
検
討
。
本
市
の
福

祉
保
健
部
長
も
参
画
予

定
で
あ
る
。
一
緒
に
検

討
す
る
。
西
部
圏
域
で

の
役
割
は
、
高
度
急
性

期
か
ら
の
患
者
を
受
け

る
後
方
支
援
を
す
る
中

核
病
院
で
あ
る
。

【
荒
井
】
本
市
で
は
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
事
業
、

大
き
な
事
業
や
新
事
業

も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
従

来
通
り
の
職
員
数
で
対

応
し
て
い
る
。

　

し
か
し
継
続
的
事
業

や
ま
ち
づ
く
り
計
画
な

ど
は
、
総
合
政
策
室
や

企
画
部
を
設
置
す
る

か
、
副
市
長
２
人
制
に

し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
の
責
任
者
と
な
っ

て
も
ら
う
組
織
体
制
を

提
案
す
る
。
市
長
の
見

解
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
本
市
の
よ
う

に
職
員
数
が
少
な
い
自

治
体
で
は
、
関
係
部
署

が
綿
密
に
連
携
を
と
る

現
行
の
体
制
が
適
当
で

あ
る
。
総
合
政
策
室
や

企
画
部
の
設
置
、
副
市

長
２
人
制
に
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

【
荒
井
】
副
市
長
の
役

割
に
つ
い
て
う
か
が

う
。

【
市
長
】
現
在
、
空
き

家
対
策
・
コ
ロ
ナ
対
策

な
ど
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
陣
頭
指
揮
を

担
っ
て
い
る
。

【
荒
井
】
時
代
を
見
据

え
、
準
備
や
計
画
を
す

る
た
め
の
部
署
が
必
要

だ
。
再
度
副
市
長
２
人

制
を
提
案
し
た
い
。

地域の中核病院の
充実が重要だ

組織強化・企画部と
副市長 2人制は

市長

市長

済生会境港総合病院の全景

済生会は地域になくて

はならない病院である 自民クラブ自民クラブ

荒井　秀行　議員荒井　秀行　議員

企画部や副市長 2人制は

考えていない

境港市機構一覧
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一 般 質 問一 般 質 問

【
安
田
】
今
夏
、
越
水

し
た
矢や

の
し
り
が
わ

尻
川
の
一
部
で

水
路
壁
が
鉄
パ
イ
プ
や

木
材
で
支
え
て
あ
り
危

険
だ
。
今
後
の
対
処
方

針
は
。

【
市
長
】
所
有
者
に
現

状
把
握
と
処
置
を
お
願

い
し
、
危
険
度
と
緊
急

度
を
考
慮
し
な
が
ら
必

要
に
応
じ
た
保
全
措
置

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
安
田
】
土ど

嚢の
う

を
各
地

区
や
家
庭
で
管
理
し
て

も
ら
い
、
梅
雨
前
に
状

況
確
認
な
ど
し
て
は
。

【
建
設
部
長
】
来
期
以

降
、
あ
ら
か
じ
め
希
望

の
あ
る
箇
所
や
自
治
会

を
把
握
し
、
で
き
る
だ

け
早
く
土
嚢
を
配
布
し

て
い
き
た
い
。

越水した水路の危険箇所へ対処を

市長 必要に応じた保全措置を行っていきたい

安田　共子　議員安田　共子　議員

日本共産党境港市議団日本共産党境港市議団

広島県が 6～ 9月三原市に開設した
サテライト PCRセンター
（三原市ホームページより）

広島県のように無料の
PCRセンターを

市長
感染急拡大の広島県とは

事情が違う

【
安
田
】
広
島
県
で
は

だ
れ
で
も
無
料
で
受
け

ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
感
染

者
の
捕
捉
率
が
高
い
。

本
市
で
も
空
港
、
駅
、

水
木
ロ
ー
ド
な
ど
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
設
け

る
こ
と
が
可
能
で
は
。

【
市
長
】
鳥
取
県
は
定

期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
す
る
介
護
施
設
な

ど
へ
補
助
を
し
て
い

る
。
緊
急
事
態
宣
言
が

出
る
な
ど
し
た
広
島
県

と
は
事
情
が
違
う
。

【
安
田
】
成
人
式
参
加

者
や
受
験
生
へ
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
費
用
助
成
を
。

【
市
長
】
成
人
式
は
検

討
中
。
受
験
生
は
要
望

を
調
査
し
て
み
た
い
。

生理用品
トイレへの設置どう評価？

市長
利用多くジェンダー平等の

観点からも必要

境港市保健相談センター

女子トイレの紙袋には

生理用品5枚と

相談先のご案内も

同封しています

【
安
田
】
市
役
所
で
生

理
用
品
を
ト
イ
レ
に
も

設
置
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
説
明
を
。

【
市
長
】
必
要
な
人
が

抵
抗
感
な
く
手
に
で
き

る
よ
う
ト
イ
レ
で
も
配

布
。
利
用
が
多
く
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か

ら
も
継
続
す
べ
き
と
評

価
し
て
い
る
。

【
安
田
】
小
中
学
校
も

保
健
室
だ
け
で
な
く
ト

イ
レ
に
も
配
置
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
は
。

【
教
育
長
】
各
学
校
と

も
ト
イ
レ
へ
の
常
備
は

考
え
て
い
な
い
が
、
児

童
生
徒
に
寄
り
添
い
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
の
考
え
を

調
査
は
し
た
い
。
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一 般 質 問

自由市民と共に自由市民と共に

加藤　文治　議員加藤　文治　議員

中野天満宮で新たに発見された

菅原道真公の木像

維持保存・調査研究が待たれる

文化財調査の
取り組みについて問う

教育長
本市の文化財保存活用

に取り組んで行く

【
加
藤
】
鳥
取
県
で
は

令
和
２
年
３
月
に
、
鳥

取
県
文
化
財
保
存
活
用

大
綱
を
策
定
し
て
い

る
。
社
会
状
況
の
変
化

を
背
景
に
各
地
の
貴
重

な
文
化
財
の
滅
失
・
散

逸
な
ど
の
防
止
が
緊
急

の
課
題
だ
。
地
域
計
画

策
定
に
ど
こ
ま
で
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
、
ま

た
、
い
つ
ま
で
に
策
定

さ
れ
る
か
、
見
解
を
う

か
が
う
。

【
教
育
長
】
境
港
市
文

化
財
保
護
審
議
会
で
は

慎
重
に
判
断
す
べ
き
と

の
意
見
が
あ
り
、
未
指

定
を
含
む
文
化
財
の
現

状
と
課
題
の
把
握
か
ら

文
化
財
保
存
活
用
に
取

り
組
み
た
い
。

夕日ヶ丘墓地の
販売状況について

市長
本市ゆかりのある

市外在住者に対象を広げる

画
を
販
売
す
る
予
定

だ
。
市
営
墓
地
全
体
の

区
画
数
が
３
６
６
４
区

画
あ
り
、
当
初
通
り
の

開
発
を
さ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
市
外
の
希
望
者

に
販
売
を
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
。

【
市
長
】
墓
地
使
用
者

の
掘
り
起
こ
し
も
必
要

と
考
え
て
お
り
、
県
人

会
な
ど
を
通
じ
て
、
本

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市

外
在
住
者
に
対
し
て
意

向
調
査
を
行
い
、
対
象

範
囲
を
広
げ
る
検
討
を

す
る
。
洋
風
墓
地
や
合

葬
墓
な
ど
墓
地
形
態
の

整
備
も
研
究
す
る
。

遠距離通学の小学生にバスの利用を

教育長
夕日ヶ丘１丁目の

１年児童だけ対象とする

【
加
藤
】
夕
日
ヶ
丘
１

丁
目
の
小
学
２
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
は
徒
歩

で
通
学
し
て
お
り
、
遠

い
所
か
ら
3.3
㎞
あ
り
、

昨
今
の
異
常
な
暑
さ
や

豪
雨
、
豪
雪
を
考
え
る

と
、
は
ま
ル
ー
プ
バ
ス

で
の
送
迎
が
で
き
な
い

か
検
討
を
願
う
。

【
教
育
長
】
本
市
の
バ

ス
通
学
の
判
断
基
準
は

地
域
の
中
心
か
ら
２
㎞

以
上
と
定
め
て
お
り
、

他
の
小
学
校
に
つ
い
て

は
徒
歩
を
原
則
と
し
て

お
り
、
中
浜
小
学
校
の

バ
ス
通
学
の
対
応
は
特

別
な
対
応
で
あ
り
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
。

【
加
藤
】
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
で
は
７
３
０
区

夕日ヶ丘メモリアルパーク

開発された墓地用地の

今後の販売促進が期待される
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一 般 質 問一 般 質 問

【
景
山
】
中
野
海
浜
公

園
沿
い
の
承
水
路
の
通

水
機
能
維
持
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
も
改
善
に
つ

い
て
見
解
を
う
か
が
っ

て
き
た
が
、
草
の
繁は

ん

茂も

、
水
路
の
破
損
箇
所

の
現
況
は
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
あ
る
。

　

「
適
切
な
維
持
管
理

に
か
か
る
、
県
・
市
の

役
割
分
担
を
明
確
に
す

る
」
上
で
も
、
「
県
と

の
協
議
を
促
進
す
る
」

観
点
か
ら
も
、
具
体
的

に
県
要
望
に
乗
せ
解
決

に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
見
解

は
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
ふ
ま
え
て
、

境
港
管
理
組
合
と
の
協

議
の
進
展
状
況
を
う
か

が
う
。

【
市
長
】
現
在
、
管
理

者
が
明
確
に
定
ま
っ
て

い
な
い
承
水
路
を
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ

き
か
、
境
港
管
理
組
合

と
鳥
取
県
が
国
土
交
通

省
と
協
議
を
進
め
て
い

る
。
方
向
性
が
定
ま
っ

た
後
、
承
水
路
に
排
水

を
行
っ
て
い
る
鳥
取

県
、
市
、
境
港
管
理
組

合
に
お
い
て
役
割
分
担

を
明
確
に
し
、
今
後
の

維
持
管
理
体
制
を
改
め

て
定
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

【
景
山
】
７
月
の
大
雨
、

と
り
わ
け
12
日
の
１
時

間
当
た
り
８
０
・
５
㎜

は
こ
れ
ま
で
の
観
測
史

上
最
大
値
で
あ
り
、
雨

水
対
策
を
大
幅
に
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
度
の
浸
水
被

害
も
２
０
０
６
年
７
月

の
豪
雨
の
時
と
ほ
ぼ
同

じ
よ
う
な
場
所
で
発
生

し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
何
回
も
繰
り
返
さ

な
い
た
め
、
短
期
的
に

重
点
的
に
対
策
を
進
め

る
必
要
性
が
あ
る
場
所

を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
７
月
豪
雨
に

よ
る
浸
水
被
害
が
最
も

多
か
っ
た
外
江
地
区
で

は
、
下
水
道
整
備
に
あ

わ
せ
浸
水
対
策
を
進
め

る
予
定
で
あ
り
、
特
に

浸
水
被
害
が
顕
著
で

あ
っ
た
市
道
外
江
14
号

線
が
通
る
地
域
は
令

和
６
年
度
を
目
途
に
雨

水
排
水
路
改
修
を
進
め

る
。
ま
た
、
そ
の
他
の

短
期
的
対
策
と
し
て
、

新
屋
中
ノ
川
の
一
部
に

来
年
度
嵩か

さ

上
げ
工
事
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
そ

の
他
に
は
、
緊
急
対
応

と
し
て
土ど

嚢の
う

や
排
水
ポ

ン
プ
な
ど
の
活
用
を
し

て
浸
水
被
害
の
防
止
や

軽
減
を
は
か
る
。

承水路の適切な管理
責任を明確に

繰り返される場所へ
早急対策を

７月12日の大雨で浸水した場所のうち１ヶ所

景山　　憲　議員景山　　憲　議員

自由市民と共に自由市民と共に

市長
今後の維持管理体制を

改めて定める

市長
外江地区から順次対策を

進める

カヤが生い茂る承水路の現況

（2021年９月末）
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一 般 質 問

公明党公明党

足田　法行　議員足田　法行　議員

【
足
田
】
補
助
金
を
活

用
し
た
空
き
家
改
修
の

ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ
タ
ー

の
写
真
や
交
流
会
や
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
会
の
模

様
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
の
は
ど
う

か
。

【
建
設
部
次
長
】
事
例

を
載
せ
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
、
検
討
し
た
い
。

【
足
田
】
本
市
に
で
き

た
デ
ジ
タ
ル
推
進
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
、
移

住
定
住
の
情
報
発
信
を

手
が
け
て
は
ど
う
か
。

【
総
務
部
長
】
議
員
提

言
の
内
容
も
ふ
ま
え
て

検
討
し
て
み
た
い
。

【
足
田
】
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、
県
外
か
ら

の
移
住
の
た
め
の
空
き

家
バ
ン
ク
や
補
助
金
な

ど
の
情
報
を
含
め
、
本

市
の
暮
ら
し
や
す
く
、

楽
し
め
る
自
然
環
境
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
い

た
い
が
、
改
め
て
市
長

の
移
住
定
住
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
の
抱
負
を

う
か
が
う
。

【
市
長
】
提
言
の
あ
っ

た
移
住
・
定
住
の
専
用

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ

く
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
、
き
ち
ん
と
や
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
本

市
の
魅
力
を
発
信
で
き

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

し
て
い
き
た
い
。

本市の移住定住の
情報発信を問う

市長
移住定住の専用ホーム

ページをやっていく

空き家のリフォーム

（ビフォー・アフター）

【
足
田
】
宇
部
市
の
ひ

き
こ
も
り
対
策
の
よ
う

に
家
族
支
援
を
優
先
実

施
し
て
い
く
手
法
を
本

市
も
参
考
に
し
て
は
。

【
市
長
】
宇
部
市
の
ひ

き
こ
も
り
支
援
は
、
家

族
が
子
ど
も
の
心
を
理

解
し
、
子
ど
も
と
向
き

合
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
し
て
改
善
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
「
こ
こ
ろ

の
学
習
会
」
で
ひ
き
こ

も
り
や
心
の
病
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及

と
同
じ
悩
み
を
抱
え
る

家
族
が
つ
な
が
る
き
っ

か
け
作
り
を
し
て
い

る
。

　

自
死
予
防
事
業
「
い

の
ち
と
こ
こ
ろ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
じ
て

乳
幼
児
か
ら
大
人
に
な

る
ま
で
途
切
れ
る
こ
と

の
な
い
支
援
を
展
開
し

て
い
る
。
妊
娠
期
か
ら

保
健
師
な
ど
が
か
か
わ

り
、
親
子
関
係
づ
く
り

の
支
援
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
年
度
、
乳
児

期
の
訪
問
事
業
に
取
り

組
む
な
ど
、
親
子
関
係

に
悩
む
方
に
寄
り
添

い
、
早
い
時
期
か
ら
相

談
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

提
案
さ
れ
た
宇
部
市

の
取
り
組
み
を
参
考
と

さ
せ
て
も
ら
う
。

家族支援を
優先実施してはどうか

今後ひきこもり支援をする

上で、参考とする

生きづらい人たちへ相談支援の拡充を

市長
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一 般 質 問

【
長
尾
】
立
地
自
治
体

と
同
様
の
安
全
協
定
を

求
め
る
島
根
県
の
周
辺

自
治
体
に
対
し
中
国
電

力
は
「
事
前
了
解
は
、

立
地
自
治
体
固
有
の
規

定
。
周
辺
自
治
体
に
拡

大
す
る
こ
と
は
本
来
あ

る
姿
と
は
異
な
る
」
と

回
答
し
た
。
市
長
は
、

こ
の
回
答
を
ど
う
思
う

か
。

【
市
長
】
万
が
一
、
原

子
力
災
害
が
起
こ
っ
た

場
合
、
被
害
は
広
範
に

及
ぶ
。
事
前
了
解
は
、

周
辺
自
治
体
に
も
同
様

に
認
め
る
べ
き
。
「
固

有
の
規
定
」
と
い
う
言

葉
に
強
い
違
和
感
を
感

じ
る
。
安
全
協
定
の
改

定
を
強
く
求
め
る
。

中電の事前了解への回答の感想は

市長
違和感を感じる

安全協定の改定を求める

日本共産党境港市議団日本共産党境港市議団

長尾　達也　議員長尾　達也　議員

加齢性難聴者の
補聴器購入に補助を

市長
国に求めており、

市独自では考えていない

【
長
尾
】
補
聴
器
が
高

く
、
高
度
・
重
度
の
難

聴
に
な
ら
な
い
と
行
政

の
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
中
、
困
っ
て
い
る
人

が
多
い
。
加
齢
性
難
聴

は
認
知
症
の
危
険
因
子

の
１
つ
。
湯
梨
浜
町
が

補
聴
器
購
入
へ
の
「
１

人
３
万
円
の
補
助
制

度
」
を
始
め
る
。
本
市

も
独
自
の
補
助
制
度
を

つ
く
る
べ
き
。

【
市
長
】
必
要
な
補
聴

器
の
給
付
に
つ
い
て

は
、
社
会
保
障
の
制
度

の
中
で
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
、
全
国
市

長
会
を
通
じ
て
国
に
対

応
を
求
め
て
お
り
、
市

独
自
の
補
助
制
度
を
創

設
す
る
考
え
は
な
い
。

移動販売の買いもの支援に尽力を

市長 必要な地区の把握に努め、支援したい

【
長
尾
】
余
子
社
協
が

取
り
組
ん
で
い
る
移
動

販
売
車
に
よ
る
買
い
物

支
援
事
業
が
注
目
を
集

め
て
い
る
。
買
い
物
が

し
づ
ら
く
な
っ
た
地
域

が
増
え
て
い
る
今
、
取

り
組
み
が
広
が
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

必
要
な
支
援
な
ど
を
研

究
し
、
取
り
組
み
が
広

ま
る
よ
う
尽
力
を
。

【
市
長
】
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
も
な
り

つ
つ
あ
り
、
顔
の
見
え

る
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
。
移

動
販
売
を
必
要
と
し
て

い
る
地
区
の
把
握
に
努

め
、
定
期
的
な
実
施
と

な
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
た
い
。

福定町会館前での移動販売

補
聴
器
使
用
率
の
国
際
比
較

出
典
：
国
立
長
寿
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
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一 般 質 問

市長

チ
ー
ム
会
議
」
で
、
私

と
県
知
事
、
米
子
市

長
で
協
議
を
行
い
、
中

電
も
参
加
し
、
安
全
協

定
の
改
定
を
話
し
合
う

「
協
議
会
」
を
再
開
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。「
協

議
会
」
で
は
、
県
、
米

子
市
と
連
携
し
、
安
全

協
定
の
改
定
を
強
く
求

め
、
市
民
の
安
心
・
安

全
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。

【
松
本
】
中
国
電
力
が

テ
ロ
対
策
な
ど
の
機
密

文
書
を
破
棄
し
た
問
題

に
つ
い
て
う
か
が
う
。

【
市
長
】
中
国
電
力
が

原
子
力
規
制
庁
か
ら
の

借
用
文
書
を
誤
廃
棄
し

た
も
の
で
、
国
へ
の
報

告
も
す
み
や
か
に
行
っ

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

事
案
は
原
子
力
規
制
委

員
会
の
指
摘
の
と
お

り
、
「
原
子
力
安
全
文

化
の
劣
化
の
兆
候
」
で

あ
る
。
過
去
の
不
適
切

事
案
を
契
機
に
始
め
ら

れ
た
、
「
誓
い
の
言
葉
」

ど
お
り
、
安
全
を
第
一

義
に
、
原
子
力
安
全
文

化
の
醸

じ
ょ
う

成せ
い

を
強
く
求
め

た
い
。

【
松
本
】
ク
ル
ー
ズ
客

船
に
つ
い
て
は
境
夢
み

な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整

え
た
現
在
、
寄
港
が
少

な
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
当
面
は
日
本
人
限

定
で
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

誘
致
を
進
め
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。
受
け
入
れ

対
策
を
整
え
、
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市

長
会
や
関
係
団
体
が
圏

域
の
魅
力
発
信
に
努
め

る
こ
と
が
急
が
れ
る
。

今
後
の
境
港
市
と
圏

域
の
観
光
振
興
に
つ
い

て
市
長
の
答
弁
を
求
め

る
。

【
市
長
】
国
内
ク
ル
ー

ズ
客
船
に
つ
い
て
は
、

船
社
側
の
感
染
症
対
策

に
加
え
、
受
け
入
れ
側

の
境
港
に
お
い
て
も
、

感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
た
体
制
を
整

え
て
お
り
、
秋
に
は
再

開
の
見
込
み
も
出
て
き

て
い
る
。

　

ク
ル
ー
ズ
再
開
の
折

り
に
は
、
以
前
と
同
様

に
圏
域
全
体
で
お
も
て

な
し
を
は
か
り
、
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
観

光
局
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
誘
客
促
進
に

向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

安全協定の
改定について回答は

クルーズ客船の
誘致対策が必要だ

安全協定改定に向け

協議会を再開し検討

誘致促進に向けた活動に

取り組んでいきたい

境夢みなとターミナルに初寄港した飛鳥Ⅱ

松本　　熙　議員松本　　熙　議員

無所属無所属

市長

【
松
本
】
安
全
協
定
の

改
定
に
つ
い
て
、
中
国

電
力
か
ら
正
式
な
回
答

が
な
い
が
ど
う
か
。

【
市
長
】
安
全
協
定
の

改
定
は
「
原
子
力
安
全

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

島根原子力発電所

（中国電力（株）提供）
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一 般 質 問

【
築
谷
】
会
派
で
作
成

し
た
都
市
計
画
道
路
構

想
と
、
圏
域
の
計
画
で

８
の
字
ル
ー
ト
に
連
結

す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
に
よ
り
、
産
業
・

物
流
な
ど
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
。

【
市
長
】
提
案
の
あ
っ

た
東
西
を
横
断
す
る
新

た
な
幹
線
道
路
は
、
市

内
の
渋
滞
解
消
は
も
と

よ
り
圏
域
の
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
果
た
す
道

路
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
道
路
は
、
圏

域
共
有
の
財
産
で
あ
る

「
漁
港
・
港
湾
・
空
港

の
３
つ
の
港
」
の
機
能

が
発
揮
さ
れ
る
と
と
も

に
、
原
子
力
災
害
時
の

新
た
な
避
難
ル
ー
ト
も

構
築
さ
れ
、
圏
域
の
産

業
振
興
や
経
済
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、

本
市
と
し
て
も
鳥
取
県

へ
要
望
し
て
い
る
。

【
築
谷
】
会
派
構
想
の

バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
を
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
取
り
上
げ
、
計

画
道
路
の
位
置
づ
け
が

で
き
な
い
か
。

【
市
長
】
何
ら
か
の
表

現
や
記
述
が
で
き
な
い

か
鳥
取
県
と
十
分
に
協

議
・
調
整
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

都市計画道路構想
について

市長
重要な役割を果たす

道路であると考える

自民クラブで作成した

都市計画道路の将来構想提案図

自民クラブ自民クラブ

築谷　敏雄　議員築谷　敏雄　議員

【
永
井
】
都
市
計
画
区

域
の
線
引
き
で
、
小
規

模
農
地
、
耕
作
不
適
地

を
転
用
目
的
で
農
家
以

外
に
売
却
・
貸
付
を
制

限
す
る
こ
と
が
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
の
一
因

で
は
。

【
市
長
】
本
市
で
は
、

都
市
計
画
法
に
も
と
づ

き
、
無
秩
序
な
市
街
化

を
防
ぐ
た
め
、
都
市
計

画
区
域
を
区
分
し
、
市

街
化
区
域
と
市
街
化

調
整
区
域
と
の
線
引
き

を
適
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
農
地
転
用
は
、
農

業
振
興
地
域
に
お
け
る

農
地
法
に
も
と
づ
い
た

許
可
制
度
で
あ
り
、
農

地
の
確
保
を
目
的
に
、

農
用
地
は
原
則
転
用
が

認
め
ら
れ
な
い
。
農
用

地
以
外
は
農
業
委
員
会

に
申
請
し
て
許
可
を
受

け
れ
ば
、
転
用
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
近
年

の
耕
作
放
棄
地
の
増
加

要
因
と
し
て
は
農
地
転

用
の
許
可
に
か
か
わ
ら

ず
、
農
業
者
の
高
齢
化

に
よ
る
離
農
と
後
継
者

不
足
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
と

活
用
に
向
け
農
家
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実

施
し
、
担
い
手
農
家
へ

の
集
約
に
取
り
組
む
。

自民クラブ自民クラブ

永井　　章　議員永井　　章　議員

線引き制度は耕作
放棄地の一因では

市長

市内の耕作放棄地

高齢化による離農と

後継者不足が要因
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　「議事公開の原則」により本会議はどなたでも傍聴できます。本会議では、各議員の一般質問や、市民

生活に直接関係する施策が決定される過程をご自分でご確認いただけます。

　今回は、「初めての方でも安心！」議会傍聴の流れをご説明します。

　今回、友人に誘われ初めて市

議会の傍聴へうかがわせていた

だきましたが、率直にとても良

い経験となりました。普段、政治というものは

何となく距離があり、選挙の時期には、分から

ないなりにも意識してみたり、その中で知名度

や経験の長さなどから投票につながっているこ

とも多いと思いますが、もっと明確に色々な判

断基準も持つことやあり方が見えてきます。多

くの市民の皆さまが足を運ばれることをお勧め

したい。それによって開かれたまちづくりにも

つながって行くことでしょう。私も今後、積極

的に参加したいと思います。　 【40代 女性】

市役所に到着したら…まずは、

本庁舎１階（正面玄関・西玄関）で

検温・手指消毒をお願いします。

新型コロナウイルス感染症対策のため、

所定の用紙にお名前・連絡先などの記入

にご協力ください。記入が終わったら議会

事務局へ提出してください。

提出したら、再度手指消毒を行い、マスク着

用の上、傍聴者入口の階段から入場しま

す。入口の扉には傍聴のルールが掲示して

ありますのでご確認を。特に、携帯電話は電

源を切るか、マナーモードにしてください。

また、傍聴席での飲食は禁止です。

写真ではわかりづらいですが、傍聴席へ続

く階段には、ロービジョンの方にもやさしい

オレンジテープを貼っています。

検温・手指消毒が終わったら…階段で３階

の「傍聴者入口」へお越しください。分から

ない時は議会事務局へおたずねください。

議場内はこのような感じです。築５０年以上の味わいのある議場です。

議会の傍聴に来ませんか

みなさまのお越しをお待ちしています！

傍聴された
市民の声

傍聴席では間隔を空けて

座っていただきます。

執行部席
（教育長など）

執行部席
（市長など）

議長席

議員席

議会の傍聴に来ませんか
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賛成：○　反対：×　継続審査：△（請願・陳情のみ）　注：賛否状況はすべて案件に対する各議員の賛否状況を記載しています。

議案などに対する各議員の賛否態度を公表します

　境港市議会では、市民に開かれた議会をめざし、市民に対し積極的に情報を公開し、

議決案件について説明責任を果たすため、令和３年９月定例会より、議会の意思決定過

程の一部である議員それぞれの議案などに対する賛否について公表することといたしま

した。

■公表案件

　市長提出議案、委員会提出議案、議員提出議案、請願、陳情

　　※無記名投票による表決を行ったものを除く

■公表媒体

　市議会ホームページ、議会だより

■公表方法

　・市民の皆さんに分かりやすい形で公表するため、公表案件すべてについて、案件そ

　　のものに対する賛否を「○」（賛成）、「×」（反対）で表記して公表します。

　・請願・陳情については、継続審査の意思を持っていると確認した場合は「△」と表

　　記して公表します。

　・全会一致で議決された案件については、表決に加わった議員はすべて同じ賛否態度

　　として公表します。

　・議長、欠席、除斥などについては上記以外の表記とします。

　・議会だよりでは、全会一致で議決した案件についてはまとめて掲載し、賛否の分か

　　れた案件のみ各議員の賛否を「○」「×」「△」で表記します。

議 長

議 長

議 長

議 長

議 長

議 長

議 長

議 長

米
村 

一
三

岡
空 

研
二

森
岡 

俊
夫

平
松 

謙
治

柊

　

 

康
弘

荒
井 

秀
行

永
井 

　章

築
谷 

敏
雄

吉
井 

　巧

田
口 

俊
介

足
田 

法
行

安
田 

共
子

長
尾 

達
也

加
藤 

文
治

景
山 

　憲

松
本 

　熙

きょうどう 自民クラブ 公明党境港市議団 日本共産党境港市議団 自由市民と共に 無所属

賛　　否　　状　　況

令和３年 9月定例会（議決結果）
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令和３年９月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】

第66号

第67号

第68号

第69号

第70号

第71号

第72号

第73号

第74号

第75号

第76号

第77号

第78号

第79号

第80号

第81号

第82号

第83号

第84号

第85号

第86号

第87号

第88号

第89号

第90号

第3号

第4号

第5号

第4号

副市長の選任について

教育委員会委員の任命について

職員懲戒審査委員会委員の任命について

職員懲戒審査委員会委員の任命について

職員懲戒審査委員会委員の任命について

令和３年度境港市一般会計補正予算（第４号）

令和３年度境港市下水道事業費特別会計補正予算（第２号）

令和３年度境港市介護保険費特別会計補正予算（第１号）

境港市個人情報保護条例及び境港市手数料条例の一部を改正する条例制定について

魚と鬼太郎のまち境港ふるさと基金条例の一部を改正する条例制定について

境港市税条例等の一部を改正する条例制定について

境港市営住宅条例の一部を改正する条例制定について

指定管理者の指定について【境港市民交流センター】

市道の路線の廃止について【余子８５号線、余子１８９号線】

市道の路線に認定について【余子８５号線】

財産の取得について【境港市立図書館家具一式】

令和２年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市国民健康保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度境港市駐車場費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度境港市下水道事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度境港市高齢者住宅整備資金貸付事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度境港市介護保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度境港市土地区画整理費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度境港市市場事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度境港市後期高齢者医療費特別会計歳入歳出決算の認定について

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

境港市議会会議規則の一部を改正する規則制定について

地方財政の充実・強化を求める意見書

地方財政の充実・強化を求める陳情

区　分

市

　
　長

　
　提

　
　出

　
　議

　
　案

議

　
　員

提
出
議
案

請

　願

陳

　
　
　情

人

　
　
　事

予

　
　算

条

　
　
　例

そ

　の

　他

決

　
　
　
　
　
　算

委

員

会

提
出
議
案

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

閉会中の
継続審議

閉会中の
継続審議

閉会中の
継続審議

閉会中の
継続審議

閉会中の
継続審議

閉会中の
継続審議

閉会中の
継続審議

閉会中の
継続審議

閉会中の
継続審議

原案可決

原案可決

原案可決

採　　択
意見書提出

令和３年９月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】

第1号

第2号

第1号

第2号

第5号

第6号

第7号

第8号

「島根原子力発電所に係る鳥取県民の安全確保等に関する協定」を立地自治体と同等の協定に改定することを求める決議

核兵器禁止条約の早期批准を求める意見書

所得税法第５６条の廃止を求める請願

新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願

会議結果の議員別表決態度の公表についての陳情

島根原発２号機再稼働の是非について意見を述べる前に、中国電力に対して立地自治体並みの安全協定の実現を強く求める陳情

原子力災害時の避難計画について、原発の稼働の要件となるように国による審査・検証のしくみをつくることを国に求める陳情

地域医療を支える済生会境港総合病院の維持・存続・充実を求める陳情

区　分

陳　情

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果

原案可決

原案可決

不 採 択

不 採 択

不 採 択

採　　択

不 採 択

採　　択

令和３年 9月定例会（議決結果）
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●

第
2
3
号

2
0
2
1
.1
1

発
行
／
境
港
市
議
会

〒
6
8
4
-
8
5
0
1
　
鳥
取
県
境
港
市
上
道
町
3
0
0
0

T
E
L
：
0
8
5
9（
4
7
）
1
0
9
7
　
F
A
X
:0
8
5
9（
4
7
）
1
1
1
0

【
発
行
責
任
者
】

　議

　長

　
　森
岡

　俊
夫

【
広
報
部
会
】

　部
会
長

　
　安
田

　共
子

　副
部
会
長

　米
村

　一
三

　
　
　
　
　
　足
田

　法
行

　
　
　
　
　
　加
藤

　文
治

　
　
　
　
　
　吉
井

　
　巧

あ
と
が
き

　
９
月
議
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
、
近
年
多
発

す
る
大
雨
・
浸
水
対
策
事
業
な
ど

に
か
か
る
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

議
員
一
同
、
感
染
拡
大
の
影
響
に
苦

労
し
な
が
ら
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ

る
み
な
さ
ま
、エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
に
従
事
す
る
み
な
さ
ま
に
、
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
大
雨
に
よ
る

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、「
市
民
と
議
会
の

懇
談
会
」
を
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
昨
年
に
続
き
中
止
し
ま
し
た
。来

年
度
は
無
事
に
開
催
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　「
つ
な
ぐ
」今
号
か
ら
、
公
開
を
求

め
る
声
の
多
か
っ
た
、
議
案
な
ど
に

対
す
る
各
議
員
の
議
決
態
度
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、「
つ
な

ぐ
」
へ
の
ご
意
見
は
も
ち
ろ
ん
、
議

会
の
本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
、
中

海
テ
レ
ビ
で
の
視
聴
な
ど
を
通
し

て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
市
民
の

み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

声
を
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
安
田
）

晩　秋 2020年　撮影：竹田誠司　様

それぞれの夕日の歌 2020年　撮影：大濱博幸　様

表紙・裏表紙の写真を募集しています！表紙・裏表紙の写真を募集しています！
境港市にゆかりのある写真を広く募集するため、応募者の要件を、市内在住・在勤、在学の方に限らず、

どなたでもご応募いただけるよう変更しました。

応募方法などの詳細は、議会事務局（電話 0859-47-1097）までお問合せください。


